
―
―
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
グ
ル
ー

プ
の
介
護
事
業
の
現
状
を

教
え
て
く
だ
さ
い

熊
谷　

２
０
２
０
年
に
、

介
護
会
社
４
社
を
現
在
の

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
介
護
に
統
合

し
ま
し
た
。
ま
た
、
20
年

４
月
に
は
首
都
圏
で
50
の

有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営

　

綜
合
警
備
保
障
（
以
下
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
／
東
京
都
港
区
）
取
締

役
常
務
執
行
役
員
の
熊
谷
敬
氏
は
、同
社
の
介
護
事
業
を
統
括
し
、

子
会
社
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
介
護
（
さ
い
た
ま
市
）
と
ら
い
ふ
（
東
京

都
品
川
区
）
の
代
表
取
締
役
社
長
を
兼
務
す
る
。
介
護
事
業
本
格

参
入
か
ら
約
13
年
が
経
過
し
、
着
実
に
事
業
基
盤
を
築
い
て
き
た

同
社
。
介
護
事
業
の
現
状
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
熊
谷
氏
に

話
を
聞
い
た
。

す
る
ら
い
ふ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
を
買
収
。
22
年
６

月
、
関
西
圏
で
17
の
介
護

施
設
を
運
営
す
る
関
西
電

力
の
子
会
社
２
社
が
グ

ル
ー
プ
入
り
し
ま
し
た
。

今
期
の
介
護
事
業
全
体
の

売
上
は
５
３
０
億
円
を
超

え
る
見
通
し
で
す
。

　

25
年
４
月
に
は
関
西
圏

５
社
を
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ジ
ョ

イ
ラ
イ
フ
に
統
合
し
て

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
機
能
を
集

約
し
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ブ
ラ

ン
ド
の
訴
求
力
を
さ
ら
に

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
経
営
の
基
本
方
針
に

つ
い
て
は

熊
谷　

大
都
市
圏
を
中
心

に
引
き
続
き
増
加
す
る
介

護
需
要
に
対
応
し
て
、
施

設
部
門
・
在
宅
部
門
と
も

に
事
業
規
模
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
新
規

開
発
は
有
料
老
人
ホ
ー
ム

や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
毎
年
６
棟
程

度
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
24
年
10
月
に
三
井
不

動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
が

開
設
し
た
「
パ
ー
ク
ウ
ェ

ル
ス
テ
イ
ト
湘
南
藤
沢
Ｓ

Ｓ
Ｔ
」
で
は
、
施
設
内
の

看
護
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

ら
い
ふ
が
提
供
。
他
社
施

設
の
業
務
受
託
も
拡
大
し

て
い
く
考
え
で
す
。

―
―
介
護
事
業
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
人
材
確
保

に
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
か

熊
谷　

介
護
現
場
の
生
産

性
を
高
め
、
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
る
利
益
を
社
員
の
処

遇
改
善
に
つ
な
げ
る
方
針

で
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
や
見
守

り
セ
ン
サ
ー
、
介
護
記
録

シ
ス
テ
ム
を
フ
ル
活
用
し

て
顧
客
の
安
全
・
安
心
を

確
保
し
な
が
ら
、
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
多

様
な
人
材
確
保
に
向
け
て

は
、
高
齢
者
雇
用
や
海
外

人
材
の
採
用
も
強
化
。
現

在
す
で
に
、
前
期
・
今
期

に
採
用
し
た
30
名
の
海
外

人
材
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。
来
期
は
、
イ
ン
ド
や

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
か
ら

50
名
ほ
ど
の
特
定
技
能
外

国
人
を
採
用
予
定
で
す
。

―
―
処
遇
改
善
の
内
容
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

熊
谷　

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
介
護

で
は
24
年
10
月
、
全
社
員

に
対
し
て
月
１
万
２
６
０

０
円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

実
施
。
定
期
昇
給
分
を
含

め
る
と
１
万
５
１
０
０
円

（
５
・
３
％
増
）
の
ア
ッ

プ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

訪
問
介
護
・
居
宅
介
護
支

援
を
支
え
る
人
材
を
確
保

す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
責
任
者
の
資
格
手
当
を

年
額
24
万
円
ア
ッ
プ
し
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
公
休

数
を
１
０
７
日
か
ら
１
２

０
日
に
増
や
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ

介
護
の
介
護
職
の
給
与
は

上
場
介
護
会
社
に
比
べ
て

低
い
水
準
で
し
た
が
、
そ

の
背
景
に
は
「
収
益
が
上

が
ら
な
い
↓
処
遇
改
善
が

で
き
な
い
↓
採
用
が
難
し

い
↓
外
注
労
務
費
や
求
人

費
で
コ
ス
ト
が
増
大
↓
収

益
が
上
が
ら
な
い
」
と
い

う
悪
循
環
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
か
ら
脱
却
す
る

た
め
の
取
り
組
み
が
今
回

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
。「
処

遇
を
改
善
↓
優
秀
な
人
材

を
確
保
↓
生
産
性
が
高

く
、
高
品
質
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
↓
収
益
が
改

善
↓
処
遇
を
改
善
」
と
い

う
成
長
へ
の
好
循
環
の
実

現
で
す
。
毎
年
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
行
い
、
30
年
度

ま
で
に
介
護
職
の
平
均
賃

金
を
全
産
業
平
均
と
同
水

準
に
引
き
上
げ
た
い
考
え

で
す
。

―
―
介
護
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は

ど
の
よ
う
に

熊
谷　

23
年
度
、
Ａ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
Ｋ
介
護
の
２
施
設
に
お

い
て
生
産
性
向
上
に
関
す

る
国
の
実
証
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。実
証
の
結
果
、

生
体
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
介
護
助
手

の
導
入
に
よ
り
業
務
量
を

25
％
削
減
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
推

進
に
よ
っ
て
、
や
み
く
も

に
忙
し
か
っ
た
介
護
現
場

を
効
率
化
し
た
上
で
、
質

の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。目
指
す
の
は
、

デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
い
た

科
学
的
介
護
で
す
。

　

24
年
度
の
制
度
改
正
に

お
い
て
「
生
産
性
向
上
推

進
体
制
加
算
」
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
当
社
は
一
部

綜合警備保障 取締役常務執行役員 
ALSOK介護／らいふ社長

熊谷敬氏

処
遇
改
善
軸
に
事
業
基
盤

◀ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
が
大

阪
府
吹
田
市
で
８
月
に
開
設
す
る

介
護
付
有
老
「
ベ
ル
パ
ー
ジ
ュ
千
里

古
江
台
」
外
観

産学連携の新会社も

介
護
Ｄ
Ｘ
加
速

介
護
Ｄ
Ｘ
加
速

業
務
量

業
務
量
2525
％
削
減

％
削
減

し
た
。

　

こ
う
し
た
研
究
や
機
器

開
発
を
継
続
的
に
行
う
た

め
、
24
年
９
月
、
国
の
認

可
を
経
て「
科
学
的
看
護
・

介
護
研
究
機
構
」
を
設
立

し
、
三
者
共
同
出
資
に
よ

り
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。
新

会
社
は
、
在
宅
や
介
護
施

設
内
に
お
い
て
訪
問
看

護
・
介
護
を
提
供
し
な
が

ら
、
そ
の
収
益
で
研
究
開

発
や
人
材
育
成
を
行
い
ま

す
。愛
称
は「
カ
ガ
ク
ル
」。

「
科
学
（
カ
ガ
ク
）
が
、

ご
自
宅
の
看
護
・
介
護
に

や
っ
て
く
る
（
ク
ル
）」

が
由
来
で
す
。
す
で
に
杉

並
区
高
井
戸
に
訪
問
看
護

事
業
所
を
開
設
し
て
お

り
、
さ
い
た
ま
市
大
宮
区

三
橋
で
も
開
設
準
備
中
。

順
次
拡
大
予
定
で
す
。

　

新
会
社
は
、
慢
性
期
の

医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
す
サ
テ
ラ
イ
ト
組
織

と
し
て
の
期
待
を
担
い
ま

す
。
我
が
国
初
の
看
護
・

介
護
分
野
の
研
究
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
新
会

社
を
育
て
、
革
新
的
な
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出

し
て
い
き
た
い
で
す
。

施
設
で
上
位
区
分
（
Ⅰ
）

を
、そ
の
他
施
設
で
（
Ⅱ
）

を
取
得
し
て
い
ま
す
。
介

護
現
場
の
生
産
性
向
上
は

喫
緊
の
課
題
。
25
年
度
も

国
の
実
証
事
業
を
Ａ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
Ｋ
介
護
の
３
施
設
で
実

施
し
ま
す
。
介
護
Ｄ
Ｘ
の

新
た
な
モ
デ
ル
を
つ
く

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
変
革
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
産
学
連
携
に
よ
る
新

事
業
の
創
出
に
つ
い
て
も

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

熊
谷　

22
年
10
月
、
東
京

医
科
歯
科
大
学
（
現
・
東

京
科
学
大
学
）、
Ａ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
Ｋ
及
び
エ
ヌ
ジ
ェ
イ
ア

イ
は
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
、
当
社
の
介
護
施
設

で「
看
取
り
の
予
知
技
術
」

の
開
発
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研

究
で
「
口
腔
状
態
の
悪
化

が
１
ヵ
月
以
内
の
緊
急
受

診
の
影
響
因
子
に
な
る
こ

と
」「
認
知
機
能
障
害
や

夜
間
の
徘
徊
が
身
体
機
能

低
下
の
予
測
因
子
に
な
り

得
る
こ
と
」
な
ど
が
明
ら

か
に
な
り
、
そ
の
成
果
を

国
際
学
術
誌
に
発
表
し
ま

▲生産性向上の取り組みを進め、ベースアップで職員に還元する

ALSOKグループの主な介護事業所数 （2025年1月末時点）

居住系 在宅系 計
ALSOK介護 141 125 266
らいふ 51 13 64
ケアプラス 0 29 29
ALSOKジョイライフ他
関西圏グループ会社 17 41 58

計 209 208 417
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